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高齢者施設及び施設居住者の温熱環境に関する実態調査

奈良女大生活環境　○円尾ゆかり　久保博子

　　　　　　　　　　磯田憲生　　梁瀬度子

日本家政学会

　［目的1高齢者の室内温熱環境への対応の仕方に関する研究の一環として，高齢者施設に

おける冷暖房設備の現況及び居住者の冷暖房に関する意識や住まい方を把握し，今後の環

境改善の提案に対する基礎資料を得ることを目的とする。

　［方法］全国の各種高齢者施設1256件の管理者を対象に，冷暖房設備に関するアンケート

調査を郵送により行った。調査期間は平成6年6～7月，回答数は523件，回収率は41.6%で

あった。また，奈良県に所在する高齢者施設3ヶ所において，居住者を対象に冷暖房につい

ての聞き取り調査を平成6年8～9月，平成7年1月に行った。
　［結果］［冷房］設備では，共用部分で設置率が高く，私的部分である居間では設置率に

施設の種類により差がみられた。「暖房」設備では，居間においては各種施設とも設置率
は70%を越していた。また，高齢者にとって必要と考えられるトイレ暖房は特養で68%と

高く，居住者への配慮がなされていると言える。しかし「冷暖房開始時期」については，

　「毎年決まった日時」「管理者が暑い・寒いと認めたとき」という回答が各種施設とも多

かった。居住者にはその時期についての不満はほとんどみられなかったが，冷房開始前や
冷房設備が無い場合，扇風機等を持ち込む等の対処をとっており，冷房開始後も約半数が

それらを併用していた。一方，日常の着衣では，冷房設備の有無に拘わらず下着の重ね着

が顕著であり，温熱への対応よりも生活習慣となっていると考えられる。また，年齢が上

がるにつれ枚数が増える傾向がみられた。以上のことから，居住者と管理者側の温冷感の

差異が示唆される面もあり，暖房についての結果も含めて今後更に検討する。

2Wa－5 夏季における寝室の温熱環境と高齢者の睡眠中の体動
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目的：高齢者の睡眠に及ぼす寝室の温熱環境の影響を、睡眠中の体動により調査した。
一
方法■■67～82歳の高齢者20名、20～21歳の若年者20名を被検者とし、彼らの自宅の寝室の
一
温度、湿度を測定し、睡眠中の体動を布団（シーツ）の下に敷いた体動計により測定した。

また、測定が行われた翌朝に睡眠についてのアンケート調査を行った。

結果：高齢者は若年者と比較し、就床時刻、起床時刻ともに有意に早＜、また睡眠時間は
一
有意に長かった。睡眠については高齢者がよ＜眠れたとの回答が多かったが、有意差は存

在しなかった。睡眠時の寝室の温度は高齢者で25～28°C （平均26.3°Ｃ）、若年者で20～30

°C（平均27.1°Ｃ）で、高齢者で有意に低い温度であった。ただし、就床後１時間の室温は

高齢者で平均27.0°C、若年者で平均27.5°Ｃであり、両群間に有意差は存在しなかった。睡

眠中の体動は高齢者で平均2.9回／30分、若年者で平均2.2回／30分であり、高齢者が有意

に多かった。室温と睡眠中の体動数との間には、高齢者および若年者とも有意な正の相関

が存在し、高温環境では体動数が増加することが示された。また、室温を2°C毎に区分し、

各温度区分毎に体動数を高齢者と若年者で比較すると、28°C未満の室温では高齢者で体動

数が有意に大きな値を示したが、28°C以上の室温では両群間に差は存在しなかった。これ

らの結果は、高温環境では体動数の増加により示されるように睡眠の深度が浅＜なること、

また、その影響は高齢者で大きく、高齢者では若年者があまり影響を受けない比較的低い

室温（28°C以下）でも生じることを示すものであり、高齢者の寝室の温熱環境は若年者と

異なる配慮が必要なことを示唆するものである。
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